
ＥＵ国民投票（今後の論点） 
平成２８年６月２８日 
在英国日本国大使館 

短期 中・長期 

 

英国経済 

 市場への影響（為替・株・債券・
不動産） 

 経済成長への影響（GDP） 
 先行き不透明感 
 EU基本条約第５０条交渉 

 

 経済成長への影響（GDP） 

 金融センターとしてのロンドンの地位
への影響 

 EU離脱協定 
 新たな英EU経済枠組み 
 労働者移動の制限 
 EU経済の動揺・縮小？ 
 EUの自由化・改革の遅延？ 
 英の競争力への影響 
 英の信用への影響 

英国政治 
 後継首相（保守党党首）の決定 
 早期総選挙の可能性 

 国民の間での亀裂回復 
 連合王国の維持 

英国外交 
 対EU関係再構築の模索  EUとパートナーシップを維持しつつ、

米国等域外国との関係強化 
 国際的影響力への影響 

 
我が国との関係 

 個別投資案件の見通し 
 日EU・EPA 

 新たな英の貿易投資枠組み（対日・
対世界） 

 長期大型投資案件の見通し 


